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設 計 施 工 維持管理

コンクリート材料研究室における開発・実施事例

骨材のアルカリシリカ反

応性評価（改良化学法）

コンクリート表層品質の

非破壊評価

現地調査や材料分析等

を駆使した劣化原因と

進行性の推定

原因がわからない劣化

に対する調査と解明
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設 計 施 工 維持管理

コンクリート中の水の動

きを考慮した補修方法

の提案

塩害抑制材料の開発

アルカリシリカ反応抑制

材料の開発その他 材料の定性・定量分析

製品の評価

付着物や混入物の分析 等
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コンクリート表層品質の非破壊評価
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現状：施工されたコンクリートの品質評価がなされていない
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⇒簡易な評価

方法を開発

・一人で測定可

・電源が不要 etc.
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原因がわからない劣化に対する調査と解明
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（例）コンクリートが軟化しているが，原因がわからない

試料採取

現地調査

分 析

昭和初期に施工
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⇒未知の現象に対する調査・解明も実施

資料

調査

⇒セメントの

代用品として

珪藻土を混和
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塩害抑制材料の開発

塩害による鉄筋腐食

通常の断面修復では

数年で再劣化

防錆モルタル

断面修復材

防錆ペースト
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⇒塩化物イオンを吸着する

補修材を開発

⇒10年以上経過しても再劣化がみられない
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アルカリシリカ反応抑制材料の開発

Li型ゼオライトの利用

(1)Caゼオライト

(1) ゼオライトはアルカリシリカ反応を抑制

(2) Liイオンもアルカリシリカ反応を抑制

(3) (1)と(2)を合わせた材料（Li型ゼオライト）
(3)Liゼオライト

1μm5μm
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アルカリシリカ反応による

ひび割れへの注入材施工状況

注入材によるひび割れ

充填状況

⇒微細なひび割れにも充填可能
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水の動きを制御する補修

変状

あり

変状

なし

◆従来の取扱い

pH低下 発錆

◆より正確な取扱い

水＋酸素 発錆

pH低下

表面被覆無処理

水の制御による耐久性向上
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水が回る箇所の類型化

表面への水がかり 内部への浸透

⇒水の動きを把握・制御し補修に反映
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水の動きを制御する補修
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水が浸透
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完璧な補修工法はない ⇒
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含水率換算値（％）

⇒毒を制し薬を活用する補修へ

水が『毒』に

なる例

・練り混ぜ時の過大な水量による品質低下

・鋼材腐食

・凍害

・アルカリシリカ反応

・化学的侵食　など

水が『薬』に

なる例

・セメントの水和

・コンクリートの養生

・酸素の浸透防止

・二酸化炭素の浸透防止

・付着した塩化物イオンの洗い流し　など

水は毒にも薬にもなる

上手く付き合うことが大事

⇒補修材の長所を活かした

適材適所の補修を提案
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